






今回の調査は、民間開発に伴い行われたもので、ヰ1

位の掘立柱建物等を検出することができ、実態が不明

であった当該遺跡の一端を壇間見ることができた。

調査では、都合10棟の掘立柱建物が図上復元でき、

その他、建物を臨む櫛列、遺跡など多数の遺構を検出

することができた。建物群は、重複状況から少なくと

も三時期設定できるが、 N300W~N39030'Wのほぼ向

ーの方位を有することから、継続した時間帯で肥握す

ることが可能で、ある。 j持も、建物群と平行するように

書記されており、溝ごとに切り合い等はあるものの、出

土遺物からほぼ同時期のものと判断され、当該潜群の

多くが、建物の区画用に設けられたものと考えられる。

一方、計画的な成立が予想される当該建物群における

出土遺物の内容は、近江系黒色土器並也び、に土師器小阻

が主体を占めており、一般集落と何等変わらない状況

を呈している。

当該地周辺では、 守山市

横江遺跡などの中世遺跡の調査が行われており、少し

ずつではあるがこの地域の中世期の様相が明らかにな

って来ているが、これらの諸遺跡と当該遺跡との関連

性、当該遺跡成立に関する社会的意義など、今後の調

査に期待がもたれる。

(草津市教育委員会小宮話幸)

下鈎遺跡は、里子洲}IIによって形成された沖積平野に

し、遺跡の付近には、六地蔵の古琵琶湖層丘綾地

に源を発する葉山川が流れる。

過去の調査では、弥生時代中期後葉および弥生時代

後葉期後葉を中心とする集落などが臨認されている。

今回の調査は、倉庫建設に伴う事前調査で、縄文時

代前期から室町時代にかけての遺構が検出された。な

かでも縄文時代前期の遺構は、まとまった竪穴住毘の

検出で注目された。縄文時代の遺構面は、表土から約

60~70cm下げた地点(標高約98m) で到達する。竪穴住

竪穴住居 2とどット群

居 lは、精円形プランを皇し、大きさ約 4x3.5m、深

さ約40~45cmでトある。ピットの並びから 2 回の建て替

えがあったことが考えられる。また、床面中央には炭

化物が堆積していた。竪穴住居 2は、隅丸方形にやや

近い不整円形プランを呈し、大きさ約 3x3.8m、深さ

約40~45cmである。竪穴住居 1 同様に、 2 毘以上の建

て替えもしくは増築の可能性が考えられる。

掘り込みはないが、ピットの並びか

想定している。この中には約 6mほどのやや大

ものから 2m前後の小さいものまで存在する。ま

居のまわりには、土坑がいくつか存在しており

円状に配置されていた可能性をもっ。

円形もしくは構円形状を呈し、断面がやや袋状を呈

ている。おそらく貯蔵穴の役割りをもっていたのであ

ろう。出土遺物には、北白JlI下層II式を主体に、北陸

や中部・関東の影響を受けたものがみられる。石器

お鉱、石匙、石斧、石錐等がみられる。この他、竪穴

住居 lから赤彩された耳栓、土坑17から滑石製管玉が

出土している。

今回検出した遺構、遺物は、近江という場所がら、

東西文化を考える上で興味深い資料となろう。

(制栗東時文化体育振興事業団近藤広)

8 .古墳 2基と倉藤群を検出
じゃま

栗東町 向遺跡@地山古墳群

岡遺跡は、栗東町間・白}II.下戸山に所在する。主

に古墳時代前期から平安時代の遺跡で、

に伴い1986年から調査を実施しており、その第 l次調

査では近江田架太郡街跡と推定される遺構が発見され

た。また、昨年の第 5次調査では、円墳と思われてい

た地山吉墳が墳丘長91mの帆立異形の前方後円墳で〉あ

ることを確認している。今回の第 6次調査は、地山古

墳の東側500m、栗太郡街遺構の北西側に隣接し

の約2，250m2で調査を行った。

(直径18.5m.周溝I[Jj高3m)

1 m)各 1葉、飛鳥時代の土

円墳および建物群
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